
ともに  つながる  下末吉

具体的な活動

第5期計画で力を入れたいこと

地域みんなでつながりあえる、下末吉を目指そう1

日頃からのあいさつや声かけ・見守りから、防災に強い地域のつながり
づくりをしていこう。

子育て世代が地域とのつながりを持つきっかけとなるよう「楽しい」
イベントを考えていこう。

地域と学校のつながりを充実させて、多世代が支え合う地域にしよう。
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具体的な活動

地域の中で、より情報を共有できる仕組みを考えよう2

地区フォーラムを開催し、地域住民、施設、活動団体と課題や情報
を共有していこう。

情報発信や防災の取組の視点でも学校・保育園等と地域のつながり
を充実させよう。

具体的な活動

地域に興味をもつ人を増やしていこう3

地域の行事を通じて、子どもたちの「ふるさと愛」をそだてよう。

地域のつながりを広げ、地域活動へ声かけあって誘い合って、参加
してみよう。

地域にある福祉施設や活動団体との交流を通じて、高齢者・障がい
のある方等への理解をより深めていこう。
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第5期計画はこのようにつくりました

●下末吉地区あいねっと地区フォーラム　日時：令和６年１１月２９日　場所：下末吉小学校　参加５０人
①防災　②見守り・つながり　③情報発信・共有　④多世代交流
の４つのテーマで意見交換を行いました。

●下末吉地区あいねっとの会　日時：令和７年６月１１日　場所：下末吉会館
キャッチフレーズ、目標について話合いました。「ともにつながる」は、
地域で生活する人、施設、団体、学校等すべてがつながっていくことです。

目標❶ 地域みんなでつながりあえる、下末吉を目指そう

これまでの計画（第４期）の振り返り

【見守り】民生委員さんによる見守り活動でのつながり 【防災】コロナ禍でも工夫して地域防災拠点訓練を実施
【交流】お祭りや行事を通じてのつながり（三ツ池公園フェスティバル、盆踊り大会、ドッジボール大会、祭礼）
下末吉小学校創立７０周年を記念して、児童が盆踊りで「下小音頭」披露、連合・地区社協共催の福祉バザーの開催
【居場所】地域の居場所、サークル活動等（寿々め会、ダンボの会）※地区社協が支援

目標❷ 地域の中で、より情報を共有できる仕組みを考えよう

毎年、様々なテーマで地区フォーラムを開催し、地域の思いや次の一歩に繋がるアイデアを共有

目標❸ 「担い手」が活躍し、「場の活用」ができる活動を充実させよう

【新たな活動場所】 地区フォーラムの開催場として、下末吉小学校のご厚意のもと体育館をお借りして実施

さらに“つながる”まち下末吉を目指して

出典「横浜市統計ポータルサイト」、「住民基本台帳」（令和7年9月末日現在）※集計上の誤差があり、実態と一致しない場合があります。

幹線道路の鶴見溝ノ口線が南北に、第2京浜が
東西に伸び、鶴見川に隣接しています。平坦な地
形と山坂の地形があるエリアです。交通手段は主
にバスで、鶴見駅、綱島や川崎方面にも移動可能
です。大きな病院や製菓工場が近くにあります。

■15歳未満　■15～64歳　■65歳以上

【年齢３区分別人口グラフ】

総数14,329人
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